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1 ．　緒 言

炊 層 継 手 部 の 割 れ と 拘 束 度

商 張 力 鋼 の 溶 接 （ 第 6 報 ）

　 　 　 　 　 亅c．K 日 立 裂 作 所
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　 高 張 力 鋼 等 の 溶 接 に k・い て ，拘 束 の 大 き な 部 分 の 溶 接 割 れ を 防 止 す る た め に 予

熱 温 度 を 高 め る 手 段 が と ら れ て い る が ，こ の よ う な 場 合 母 材 よ り 引 張 強 さ の 低 い

溶 接 棒 を 用 い れ ば よ り 低 い 予 熱 温 度 で 割 れ の な い 浴 接 継 手 が 得 ら れ る 。 そ こ で 本

研 究 は 軟 質 部 を 含 む 溶 接 継 手 の 割 れ に つ い て 報 告 す る 。

2 ．　 実 験 方 法

　 2 ．1 　 供 試 材 お よ び 試 験 片 形 状

　 供 試 母 材 は 調 質 80 キ ロ 祓 高 張 力 鋼 （HT −− 80 ＞板 厚 50mm ，ま た 供 試 溶 接 棒 は

50 ，60 ，80 キ ロ 蔵 用 被 覆 ア
ー ク 溶 接 棒 を 便 用 し た 。 表 1 に 供 試 材 の 化 学 成 分 と 穢

械 的 性 質 を 示 す o

　 　 　 　 　 　 　 表 1 　 供 試 材 の 化 学 成 分 と 機 械 的 性 質

化 　　 学 　　 凧 　　 分　　　　（％ ） 機 　 械 　 的 　 性 　 質

C 81MnP ご 釣 iCrMo 　 　 σ B

（k 望 mm21

　　　σ
y

（kg／ ・nm2 ）

ε

％

母 材 HT − 800 ，130 ．290 ．800 ．0290 。081 ．080 。530 ．48 81 74 24

50 キ ロ 級 0。080 ．630 ．980 ．0080 。16 58 50 31溶
接
棒

60 キ ロ 0．080 ．62L160 ．0070 ．140 ．58 0。26 68 59 28
80 キ ロ 級 0 ．070 ．551 。510 ．0100 ．091 ，66 0．50 81 71 25

　 試 験 片 と し て は ，ス
1丿 ソ ト 試 験 片 板 厚 10 ， 20 ， 30mm ，H 型 拘 束 試 験 片 板 厚

20rnm ．ま た ft．ft．C 試 験 片 は 溶 接 長 200mm ，板 厚 20mm の も の を 使 用 し た 。 開 先

は Y 開 先 と し 板 厚 は 50mm の も の を 減 厚 し 便 用 し た Q

　 2 ．2 　 俗 接 条 件

　 溶 接 は 　 　 被 覆 ア ー ク 浴 接 で 下 向 俗 接 で 行 な つ た 。 表 2 に 試 験 溶 接 条 件 を 示 す Q

予 熱 温 度 は 室 温 の ま ま （23 〜25℃）か ら 150 ℃ の

間 で 変 化 さ せ 行 な つ た
。

iL 　K ．C 試 験 の 場 合 は

予 熱 に よ る 拘 束 応 力 の 上 昇 を 防 ぐ た め 至 温 で

行 な つ た 。 ま た 多 層 溶 接 で は パ ス 間 儡 度 を
一一・

応 100 ℃ に し て 行 な つ た 。

　 2 ．3 　 1t．N ．C 試 験 装 置 齢 よ び 拘 束 度

表 2 　 慓 準 溶 接 条 件

電流

（A ）

電 圧

（v ）

速 　度

（cm ／ mj11 ）

入　 熱

（KJ ／ cm ）
俸 径

17025 15 17 4 φ

　 試 験 機 は 400 ト ン tt．R ．C 試 験 機 で 電 気 油 圧 サ ー ボ 方 式 に よ る 板 状 の 溶 接 中 ， ま

た は 溶 接 後 も 含 め ，引 張 り 齢 よ び 圧 縮 加 重 を 加 え 定 変 位 制 御 ，定 荷 重 制 御 を 行 い

得 る も の で あ る 。 本 磯 は 本 体 ．油 圧 装 置 ．制 御 装 置 ， 記 録 計 な ど か ら 構 成 さ れ て

い る 。 本 体 は 横 形 油 圧 式 で 左 右 に 2 基 の ア ク チ ユ タ を 備 え て い る 。 拘 束 度 は 佐 藤

ら の 定 義 に 従 つ た Q す な わ ち 拘 束 度 K は

　 　 　 　 li　 　 　 　 　 　 　 　 　 1」 ： ヤ ン グ 率 （kg／mm2 ｝　 　t ： 板 厚 （mm ）
　 　 K ＝ ＝ 一 ・t （kg ／ mm ・mm ）
　 　 　 　 e 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e ： 狗 束 聞 距 離 （mm ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 66
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図 1 　 N ．R ．C 試 験 に よ る 拘 束 応 力 の 発 生 過 程 と 割 れ

　 予 熱 温 度 （℃ 〉

図 2 　 溶 接 棒 槿 と割

　 　 れ 率 と の 関 係
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　 図 3 　 上t．li．．C 試 験 に よ る 拘 束 応 力 の 発 生 過 程 と 割 れ 　　図 4 　 溶 接 棒 橦 と 割 れ 率 と の 関 係

3 ．　 笑 鹸 結 果

　 図 1 は K ＝ 1050 に お け る k ．止t．e 試 鹸 に よ る 結 果 で 比 鞍 的 低 拘 束 度 で は HT − 60 ，

HT − 80 溶接 棒 で も 同 様 な 拘 束 応 力 を 示 す こ と が わ か る 。 図 2 は K 　・＝ 700 　で の ス リ

ソ ト 試 鹸 片 の 結 果 で HT − 50 棒 で は 100 ℃ の 予 熱 温 度 で も 割 れ を 生 ず る 。 こ れ は 母

材 に 比 較 し 強 度 が 弱 わ す ぎ る た め に 溶 着 金 属 割 れ を 起 し た も の で あ る
。 図 3 は

K ＝ 1400 の 場 合 で HT −−60 と HT − 80 俸 に は 明 ら か に 拘 束 応 力 の 違 い が 現 わ れ HTL60

棒 で は 低 い 値 を 示 す 。 な お・K 二2000 で も 同 様 の 傾 向 を 示 す 。 図 4 は K ＝ 1400 の ス

リ ヅ ト 試 験 片 の 結 果 で HT − 60 棒 が 最 も 低 い 割 れ 率 を 示 す Q

4 ．　 結 言

　 1 。 K ＝ 1400 以 上 で 軟 層 溶 接 の 効 果 が 現 わ れ る Q

　 2 ，　拘 束 度 が 低 い 場 合 HT − 60 ，
HIL80 で も 拘 束 応 力 は 同 様 で K が 高 く な る と 拘

　 　 束 応 力 の 差 が 現 わ れ る 。

　 3 ． HT − 50 棒 の 割 れ は 溶 着 金 属 割 れ で あ り ，
tlT − 60 ，HT − 80 の 場 合 は 熱 影 響 部

　 　 割 れ で あ る o
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